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：：雜

錄

ヴ

h
i
!

ス
の
石
. 

は
ラ
'ス「
キV
の
最
も
强
ぐ
主
張
す
る
所
で
あ
る
。
數
年
：
 

の
梭「

一I

つ
の
路」

に
含
ま
れ
代
る
講
演
に
於
い
て
建 

築
家
は
彫
剗
家
た
る
べ
レ
^
茨

ひ(

第
1
ニ
！1
:節
> 
勞 

働
者
大
學
に
關
係
し
て
は
美
術
家
1
,藝
術
家
の
養
成
ょ 

6
は
寧
ろ
職
工
、
エ
肢
そ
の
ま
、
の
地
位
に
於
い
て
彼
ノ
 

等
を
幸
福
向
上
せ
し
め
ん
ぞ
す
る
^
力
等
は
皆
此
の
思 

想
の
表
現
で
あ
る
。
ィ

ー

ブ

ィ

！

ク
ッ
ク
が
引
用
せ 

る
、
友

人

Count 

Z
o
r
z
l

に
宛
て
た
る
*
翰
に
彼
の
.

•グ

二

ス

»
築
史
の
硏
究
は
美
は
製
作
者
の
幸
福
ミ
想 

像
^
に
ょ
り
建
築
家
は
彼
自
か
6;
/
そ
の
部
下
の
先
頭
に
一 

立
つ
て
、
肉
0

^
勞
働
の
技
術
0;
首
領
さ
し
て
働
く
事
.-\ 

騎
:±
が
跟
隊
の
隊
長
た
る
.が
如
ぐ
把
る
に
张
ず
ん
ば
a

一
 

か
ら
マ
デ
ス
タ
ア
ヒ
し
て
の
權
威
を
要
求
し
ぅ
る
も
の| 

に
非
ら
ざ
る
«
を
示
す
に
あ
つ
た
6
、
云
へ
る
ニ
十
年 

後
の
同
想
は
正
し
く
如
上
の
點
を
語
つ
て
ゐ
る
も
の
で 

あ
る
。

.

.特Liffl

會
的
敎
義VJ

し
て
注
意
せ
.ら
る
可
き
；諸
節
は
.

笫

艽

媿

1
0二
：
 

以
上
を
以
つ
て
.終
：る
の
，で
あ
る
4

第
二
十
一
一
®
の
M
SJ 

に
は「

若
し
余
が
此
の
典
味
あ
る
即
題
を
追
及
せ
ん
ビ 

す
る
な
ら
ば
手
元
に
於
け
る
問
題
ょ
6
遠
ざ
か
る
il
f

s 

か
な
る
に
至
る
で
あ
ら
ぅ」

.ビ

し

て

ゐ

る

。
併
か
，し
旣 

r
r述

べ

た

る

が

如

く

「

，ゥ
产
一
一
ス
の
石

」

全
；卷

が1

つ 

の
社
會
的
意
義
を
有
す
る
が
故
に
ラ
ス
キ
ン
の
社
會
8 

€
し
て
注
意
す
ベ
き
も
の
が
益
，に
終
れ
む
と
爲
す
.を
得 

な
い
o
試
み
に
以
下
の
各
節
を
見
れ
ば
不
^
全
性
の
章 

義
を
論
じ
-て

ゴ

シ

ク

の

猶

神

的

特

質

の

第

一

を

^

ベ
觅 

に
第1

1

の
變
化
を
論
じ
て
規
則
を
峻
拒
し
、
變
化
の
中 

に
作
者
の
カ
を
認
め
>

M

Hの
自
然
主
贫
に
入
つ
て
は 

彼
獨
特
0

*
術
論
を
開
'陳
し
.て
ゐ
る
o
是
等
の
諸
點
ゆ 

,If
て
別
0
機
#
に
於
い
て
，紹
介
す
る
を
得
る
で
あ
ら 

5

0

唯
こ
、
舡
は
か
く
し
て
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
«
術
論 

は
そ
の
組
織
の
健
全
な
る
、そ
の
.活
動
の
幸
福
な
る

、
そ 

の
構
成
の
自
li
l
な
る
社
會
を
前
提
せ
し
、
.形
式
主
義
.に
，
 

墮
し
て
減
C

U
尙
ふ
»
術
は
典
'に
、紕
脅
1

«
に
缺
.焰
を
，
.

來
し
建
築
ヒ
共
に
當
該
社
會
滅
G
に
到
る
を
說
く
が
故 

に
、
彼
の
社
會
思
想
硏
究
上
に
等
閑
に
附
す
可
き
に
非「 

ざ
る
所
以
.を
述
べ
た
®
で
あ
る
。

■

.附
記f

ゲ
.

H n

ス
の
石」

か
三
间
|:
亙
，つ
て
刺
介
せ
る
所
以
は
上
記
結: 

何
！. ：-*

つ
て
明
か
で
わ
ら
ぅ
。
然
か
も
木
稿
は
な
ほ
不
张
分
不
滿
足
な
一 

る
か
免
れ
な
い
、訪
る
べ
き
は
多
い
、
浓
ニ
怨
笫
六
常
が
勞
働
潘
大
擧
趣 

旨
#W

な
り
し
抓
末
*
ゥ
キ
リ
ァ
么
*
°B
リ
ス
の
谈
文
笠
は
そ
れ
で
わ 

る
ノ
乂
取
じ
进
要
な
る
は
逛
罄
述
染
論
が
ヲ
ス
-キ
ン
の
大
著
近
仳
挪
竑 

論
の
體
糸
に
對
し
て
如
何
な
ろ
關
描
に
立
つ
か
で
あ
る
:.
と
は
グ
グ
ク 

が
ラ
ス
キ
ゾ
媒
婼
ー
怨
ニ
九
九
51
以
^:
|

ぜ̂
る
所
で
わ
：る
が「

近
||
1: 

璐
家
論I

第
三
怨
所
說
と
思
想
的
連
絡
墙
/>
類
似
^
晰
进
結
論
等
が
見 

出
さ
る
、
欺
は
常
然
で
め
ろ
、
こ
の
职
か
興
味
わ
る
间
題
で
わ
ろ
が
紙
ノ

る
が
就
十T

ゲ
丄
ニ
ス
の
石」

，を
怨
U
瓦
つ—

て
通
讀
す
る
の
猶
镦
な
か
^

.り
し
は
最
も
不
滿
と
す
る
所
で
わ
ろ
、

(

嘥
辩
ひ
|:
^
は
余
が
以
上
ラ
ス
一 

キ
ゾ
の
馈
祌
か
媒
ふ
る
^
於
ぃ
弋
多
大
の
妨
ば
ミ
な
”
し
も
の
ぼ
非
ざ
へ 

る
が
如
し
。
他
日
多
少
補
维
し
う
れ
it
幸
跋
で
ゎ
る(

ニ
^
四
1
四〕

勢

州

松

坂

に

於

け

る

銀

札

の

沿

’革

X

下).

1
1
1
1

#

高

陽

:

銀
札
五
ケ
國
融
通
併
に
引
換
へ
の
方
法
に
つ
き
、
南 

■f
f
i德
川
史
に
ょ
れ
ば 

，

:
::
'右
銀
錢
礼
五
ケ
國
姐
用
ヲ
*
セ
シ
時
ノ
情
況
パ
、
初 

.
メ
大
阪
一
一
テ
有
名
ナ
ル
雨
替
商
三
井
、
鴻
池
"
加
島 

.-

.屋
、
天
王
寺
屋
、
辰
巳
屋
"
泪
足
屋
、米
平(

殿
村)

其
他 

三
名
合
セ
テ
十
人
、
尙
ホ
有
力
二
シ
テ
取
引
多
キ
縈 

商
一
一
說
キ
流
通
ノ
辦
ヲ
記
シ
各
自
ノ
引
受
高
ヲ
定
メ 

'

シ
メ
タ
グ
、
而
シ
テ
鈒
札
方
役
所
ヲ
大
阪
、ノ
高
麗
橘
、
 

堺
バ
甲
斐
ノ
町
"
兵
庫
ハ
北
仲
町
、
奈
良
及
ビ
越
部 

等
ユ
設
置
シ
各
所
へ
.若
山
ヨ
リ
役
人
出
張
、
鈒
札
ノ 

用
紙\

松
坂
ヨ
リ
輸
送
シ
該
役
所
ニ
ー
ブ
印
刷
、
以
ク 

引
受
商
人
へ
約
策
額
ノ
銀
礼
ヲ
渡
シ
支
出
之
上
、ノ
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l
o
H

十
八
怨(

七 

一ニ y 
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勢
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松
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に
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け
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沿
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八
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ニ
四〕

雜

錄

.

.勢
州
紐
坂
に
於
け
，
 

金
ヲ
受
取
ル
法
一
一
テ
或
> 

札̂|
替

一

一

正

金

ヲ

出

シ

タ 

ダ
筋
モ
ア
リ
シ
ト
、
苏
ノ
81
受
ー
ヶ
i
各
商
ハ
該
札 

:

ノ
m
面
上
ノ
處
へ
家
々
y:
小
印
ヲ
擦
シ
以
テ
引
受
ノ 

rf
f

:i
'
ス
例
へ
ハ
加
島
-

®
卜
へ
力
-
井
ハ
国
ト
カ
ス
ル 

如
シ
之
ヲ
ff
i
シ
テ
受
札
ト
云
7
>
此
受
札
ヲ
面
々
ニ
 

テ
.取
引
用
ニ
支
拂
へ
ハ
其
受
人
ハ
.該
礼
ヲ
役
所
へ
持
ニ 

參
シ
正
金
ト
引
替
ヲ
乞
フ
ナ
ジ
、
此
引
換
タ
ル
礼
ヲ
-
ー
 

前
記
合
印
二
ョ
リ
各
商
入
ノ
分
プ
仕
分
ヶ
W
ビ
其
受\ 

礼

者

-
戾
シ
テ
TE
金
ト
交
換
ス
，
中
一
一
,
受

札

人

ノ 

j 

許

—
ン
ブ
^

ー
ー 
引
換
二
來
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
シ
故
命
ヲ 

氣
配
ヨv

流
通
シ
ア
ル
.コ
ト
ト
察
シ
其
受
札
人n
就 

キ
；支
拂
ヒ
先
ノ
®
況
ヲ
試
卯
シ
ク
,

一一：其
家
ユ
7
ブ
メ 

i受
札
：，、

V

其
儘
長
持
二
收
メ
麗
キ
’，

1

礼
モ
使
用V

不
致
一 

.

.

-{
L
ト
.ノ
答
二
&
人

ノ
汗
ヲ
贫
シ

7-
'力
■へ
ス
詞
モ
■ナ
カ 

リ
シ
ト
、
流
通
ノ
槪
況
ハ
右
ノ
受
札
^
ヨ

リ
振
出
セ 

メ
直
チ
ー
一
役
所
ニ
取
^
一一

 

來
ル
如
キ
ノ
觀
ア
リ
ー
グ
流 

通

、ノ
执
措
キ
却
ツ
一
プ
手
間
^
ノ
姿
ナ
レ
バ
兵
庫
べ
方
'一，

銀
.礼
の
攀 

谘

凝

.

5
四 

然
ラ
ゾ
ト
同
所
北
#
町
ニ
役
所
ヲ
設
ヶ
神
戶
ニ
ハ
俵 

屋
ト

云
フ

ヲ
出
張
所
ト
シ
土
地
不
案
內
ト
テ
北
風
庄 

右
衛
py
m
リ
手
代
ニ
人
ヲ
«
ヒ
入
ぃ
札
ノ
鑑
宠
ヲ
ナ 

r
シ
メ
タ
ソ
、
流
通
少
シ
ク
大
坂
ユ
勝
リ
シ
如
ク
ナ 

レ
ド
モ
兎
角
珩
ョ
y
左
べ
入
ル
ノ
狀
ー
r
グ
ハ
力
イ
カ 

シ
カ
ラ
"ス

:

皮
め
6
、
今

一

H
瞭
然
た
ら
し
ひ
る
爲
め
此
の
融
通 

方
法
を
議
解
せ
ば

而
し
て
在
に
述
ベ
た
る
如
く
鈒
札
引
替
所
へ
受
礼
の 

戾
れ
る
場
合
^
役
所
ょ
り
邦
旨
を
各
印
に
よ
り
て
各
町

人
に
宛
て
通
牒
を
發
し
、
其
案
內
ぁ
b
し
日
ょ
b
一
 
一0 

以
內
に
JK
金
を
持
參
し
て
替
の
爲
め
出
頭
す
る

规
宛 

な
り
し
も
ヽ
斯
く

の
如
く
短
期
間
内
に
一
々
少
額
の
銀 

を
持
參
す
る
は
、
極
め
て
烦
雜
な
る
の
み
な
ら
ず
、
失
一 

赀
も
少
な
か
ら
ざ
り
し
爲
め
、
引
替
所
：へ
展
り
の
通
知| 

ぁ
る
ど
き
直
つ
に
典
町
人
名
宛
0
振
手
形
を
，發
行
し
、

一
 

又
を
の
振
手
形
を
前
以
つ
て
準
備
し
置
き
殺
所
へ
借
入| 

を
な
さ
し
め
、
之
を
受
礼
持
參
者
へ
渡
す
方
法
を
立
て| 

K
の
振
手
形
持
參
者
へS

銀
札
^
以
つ
，て

引

替

へ

る

方

j 

法
を
執
れ
り
。
乙
の
方
は
§

論
便
寬
も
M
濟
の
爲
め 

に
案
出
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
れ
ざ
，も
ぃ
：>非
常
に
反
對
漭 

多
か
6
き
"
即
ち
興
の
振
手
形
名
宛
町
人
の
店
が
役
所 

ょ
り
遠
方
に
ぁ
つ
た
場
合
に
は
不
便
此
：上
も
な
か
り
し 

爲
め
、
そ
の
善
後
策
^
し
で
、
-»
の
受
说
人
の
最
寄
便
宜 

の
兩
替
店
減
の
手
形
を
認
め
‘、
典
の
手
形
は
後
に
町
人 

が
练
合
つ
冗
交
換
決
濟
す
る
こ
S
、
し
、

同
時
は
速
か 

に
取
引
を
.完
ぅ
す
る
方
法
を
案
出
せ
り
。
此
の
方
法
は

第
十
八
泡
,(

七
ー
5)

雜
！
錄

直
に
一
般
町
人
の
承t

s

するどこみとなこれを 

實
際
に
施
し
"
多
少
融
通
を
闾
滑
な
ら
し
め
た
る
形
跡 

あ
り
。
乙
の
方
法
に
つ
い
て
の
形
式
等
は
、常
時
の
記
錄 

に
ょ
.つ
て
詳
細
知
る
ャJ

だ
を
得
ベ
し
。
今
慶
應
三
年
九 

月
の
御
仕
法
を
見
る
に

,'
:

銀

札

西

貫

目

 

触
利
足
に
て
相
*

t

j 

:

.,
:
.此
代
り
鈒
手
形
又
は
1£
金
に
て 

一
 

:

I

P

丨
相
納
候
機
 

一
 

.:
右
小
印
附
之
札
鈒
礼
⑴
替
所
に
相
廻
り
候
は
、

:.
溜
置
請
礼
人
.
致
案
內
可
_
候
間
銀
手
形
又
潘 

/

:
正
金
之
内
を
以
て
引
#
に
出
：

T

屮
琪

一
、
銀
札
、白
貳
拾

賞

目
. 

相

渡

す

.

此
代
り
鈒
礼
又
は
疋
金
に
て

百

贳

@

相

納

候

様

 

利
足
双
方
共
無
出
入 

右
小
印
附
請
礼
屮
替
所
へ
相
廻
り
候
て
案
內
次
第 

代
ぅ
鈒
手
形
乂
者
IE
金
を
以
引
替
可
申
辔

m

M

i s1

0

2 1
.

勢
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松
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:

雑
錄
勢
州
松
坂
に
於
け
る
銀
札
の
沿
年

..

.■[

右
引
替
料
^
し
て
本
行
之
通
り
代
鈒
納
高
ょ
り
ニ 

割
通
焱
分
に
銀
礼
卞
げ
渡
猴
に
付
廻
^
札
は
無
滯 

引
替
可
-
S

-

S

.

右
滯
礼
高
之
儀
者
如
何
程
.に
て
も
割
合
同
襪
之
事

.

.

. 

:
紀
州
：
：
，
.

''

印
九
片 

鈒

礼

引

：

棘

龈
札
引
咎
方B
受
取
鈒
大
阪
町
人

第
3£
鏍

1

〇
六

丨

':
H

.

u

m

s

;

鴻
yl
l

i

善

右

衛

門

.ノ
 

-

:

.

ノ 

：

;;

:

加
；島

®

,

」

! :
:

- !

: '
:

..
!
ー
來̂

"リ

.

:

,

:

_

\
鴻
池
善
五

郞
 

:
:

“

:

辰
已
屋
久
左
衛

^

:l
:
^
: 

,-:
:
;
,
:
加

龜

尾

作

ニ

郞

.''
,

.

'
:!
:

丨
，钿

辱
»

左

衛

§
:」

:

右
は
紀
州
鈒
礼
役
所
ょ
り
：の
命
令
書
な
る
が
，
そ
れ 

R
對
す
る
手
形
の
形
式
.̂
次
の
如
く
定
め
ら
れ
た
り
。
’

銀
何
西
賞
目
也 

右
者
丑
ヶ
國
通
用
鈒
礼
何
西
賞
^ 1

極
印
付
に
て 

相
渡
候
代
¥

銀
本
行
之
姐
請
収
引
#
所
へ
相
納
，
. 

候
所
實
芷
也
右
銀
礼
引
替
所
^

相
廻
り
候
は

、
 

引
替
引
受
中
月一

步
之
利
足
六
ケ
月
目
每
に
相 

渡
_
可
候
尤
鈒
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候
は)

鈒

子

者

引
替
所
ょ
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収
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倚
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形
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し

銀
何
西
貫
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右
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五
ケ
圖
通
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銀
札
何
西
賞
目
極
印
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化
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推
滩
候
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銀
本
行
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通
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替
所
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引
受
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五
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候
尤
鈒
子
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潜
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戾
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仍
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形
式
は
斯
く
の
如
く
.な
る
も
、
I
れ
を
詳
說
す
れ
ば 

或
る
人
が
、
S
井
の
店
へ
鈒
何
贳
@

か
を
持
參
せ
る 

時
、
五
ヶ
國
通
用
極
印
附
の
銀
礼
を
以
つ
て
之
れ
に
^1 

替
へ
、
商
人
は
銀
を
三
井
に
渡
し
、
三
井
に
て
は
こ
の

鈒
を
引
替
所
に
納
付
す
、

I

方
引
：替
所
へ
銀
札
の
來
り 

た
る
時
は
引
替
引
受
中
は
;)
.
.五
.朱
の
利
息
を
以
つ
て
、 

六
ヶ
月
每
に
利
息
を
支
拂
ふ
定
な
ら
き
、
尙
ほ
是
非
餓 

,

;子
入
要
を
場
合
に
は
引
替
所
に
ャ
持
參
の
龈
礼
に
對
し 

|

鈒
子
引
替
を
行
ふ
こ
ビ
ヒ
«
り
居
れ
り
。
要
す
る
に
利 

j

息
附
に
て
强
い
て
礼
を
使
用
せ
し
め
た
る
も
の
に
し 

一
て
、
如
何
に
當
局
紫
が
苦
心
し
て
銀
礼
使
用
を
努
め

 ̂

一
る
か
を
見
る
を
得
べ
し
。T

方
右
の
正
銀
を
出
し
て
三 

\

井
ょ
ら
鈒
礼
を
受
領
せ
し
何
某
は
、
銀
礼
の
受
領
®
を 

|

三
井
^
差
出
し
"
尙
ほ
證
，文
を
以
つ
て
受
札
中
月
五
朱 

の
割
合
に
て
.六
ヶ
月
毎
に
利
息
を
請
求
す
‘る
こ
、
又
® 

\

印
附
礼
..か，引
0

0

へ
迴
り
次
第
IE
^
0

に
てr

リ
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ベ
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す
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形
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、
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_
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右
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^
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對
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銀
札
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替
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右
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引
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賞
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誰
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本
行
之
通
同
人
相
納
猴
付
.銀
子
入
用
之
節
右
銀
.'
,
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'

■
礼
_

渡
わ
越
候
は
>

鈒
平
戾
し
遺
可
申
ど
の
各
：

\

證
印
引
替
所
奧
印
必」

礼
間
入
べ
相
渡
背
之
候
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■
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右
鈒
子
は
：引
替
所
，じ
備
鏡
有
之
候
銀
札
戾
し
越
い

1

〇
八

一
候
は
い
鈒
子
.に
引
替
相
渡
可
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仍
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吹
田
四
郞
兵
衛
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:
右
形
式
の
制
定
に
つ
气
御
勘
定
龃
»
愛
宕
膛
左
衛 

門
ょ
り
吹
田
四
郞
英
衛
に
宛
て
た
る
手
翰
あ
り
。
乙
れ 

近
頃
ま
で
祕
書
ビ
し
て
保
存
.せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
し 

も
之
れ
を
免
る
€ 

9
は
そ
の
間
の
消
息
を
詳
知
す
る
を 

得
べ
し
、
今
そ
の
全
文
を
揭
ぐ
れ
ば
、

甚
醤
‘の
節
彌
御
安
泰
被
成
一
入
珍
®
之
御
事
此
度
銀 

:

礼
揃
方
之
品
に
て
彼
是
御
.配
慮
：被
成
下
右
に
付
向
後 

受
.礼
之
も
の
え
銀
札
相
渡
し
代
り
銀
相
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せ
銀
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入
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冲
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銀
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反
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旨
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別
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度
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相
戾
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金
に
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替
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旨
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印
之
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礼
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出
さ
せ
候
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右
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姐

各
方
ょ
ト
受
礼
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へ
御
一
札
御
波
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被
下
候
付
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引
替
所
ょ
爿
尙
又
別
紙
三
印
通
芥
方
之
內
へ
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礼
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し
置
可
#
候
锊
右
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通
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御
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®
被
下
候
は
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糊
满
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合
に
も
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追
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通
相
立
候
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御
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代
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引
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も
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分
に
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別
帳
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印
仕
法
の
瓶
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節

一 

.
講
雞
組
立
度
_
迷
惑
に
ば
可
有
之
候
得
共
右
仕
法
一 

琪
之
趣
を
以
齋
坂
御
店
中
に
セ
何
卒
拾
株
程
御
加 

.

.
入
被
成
卞
度
厚
御
丹
精
凉
都
御
ー
忡
間
べ
も
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て
御 

'
;了
見
何
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宜
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紀
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: 
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し
.o然
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ふ 
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、
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井
の
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簿
に
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銀
手
形
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貢
2
!
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札
方
に
納
る

此
刺
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ヶ

‘
十
八
賞
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の

利
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內
六
贳
目
は
前
刺
、匕
し
て
鈒
坐
ベ
前
渡 

內
十
ニ
賞
目
は
鈒
礼
西
賞
因
無
利
子
で
受
収 

右
利
廻
し
に
い
た
し
利一

ヶ
月一

步

一

.ヶ
年
十 

ニ
賞
目

銀
手
形
一
一
テ
百
賞
目
シ
パ
ラ
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ソ
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銀 
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収
リ
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利
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目
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リ
興
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納
メ 
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銀
手
形
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銀
ト
シ
テ
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出
デ
其
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銀
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ノ 

西
貧
目
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ヶ
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テ
借
ソ
ソ
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メ
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足
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於

け

^
銀

札

の

沿

革

,
.右
の
如
き
方
法
に
ょ
^
利
益
を
收
む
る
目
的
^
て
町 

人
は
引
受
け
た
る
な
り
。
日
本
經
濟
史
家
中
に
、
鈒
札 

引

受

け

は

單

に

名

譽

の

爲

.な

o
ビ
か
、
或
は
こ
は
副
業

に
U
て
_

に
»
す
る
義
務
に
過
泛
ず
、
利
益
は
他
の
方 

而
ょ
i
收
怂
た
る
も
の
^
;り
S
か
、
或
は
^
ft
引
受
の 

爲
め
他
の
特
權
を
得
た
る
も
の
に
し
て
飯
札
引
受
は
0 

的
に
.め
な
ず
し
て
字
段
た
b
し
な
り
等
^
說
を
な
す
も 

の
ぁ
れ
ざ
も
、
眞
實
前
叙
の
如
き
方
法
に
て
莫
大
の
收 

益
は
ぁ
ら
ざ
レ

し

も-，
'

決

し

て全
然
無
利
得
に
て
引
受 

け
た
る
に
は
あ
ら
ざ
b
し
な
り
。

,
今
右
の
方
法
を
詳
細
：に
調
査
す
る
に
>
;受
牝
高
三
十 

食
目
以
上
は 
一
一0

、
.小
印(

町
人
の
印)

を
捺
せ
る
札
の 

引
#
所
；に
差
出
^

る
、
や
、
|ー|»
目
以
上

に

上

る
.^
は 

引
替
所
ょ
り
擦
印
町
人
：へ
引
縣
方
案
內
を
差
遺
し
、
:そ 

の
案
內
を
引
取
ら
た
る
町
人
は
ニ
日
以
內
に
鈒
礼
手
形 

に
で
右
の
溜
ら
札v

引
替
へ
受
取
る
こ
ビ
、

せ

卜P 

.
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も111.

賞
目
以
下
.0
:分
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引
替
に
不
及
ミ
て
案
内
を
菇
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さ
ぃ
b
き
"
要
す
る
に
小
額
の
場
合
は
手
數
損
な
り
ど 

:

て
三
賞
目
以
上
に
溜
る
迄
待
ち
&
り
し
な
タ
。
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こ
れ
に
て
五
ヶ
國
融
®
政
策
の
最
後
^
於
け
る
當
事 

者
の
苦
心
の
跡
を
窺
知
す
る
を
得
べ
し
。

■
I

以
上
列
記
せ
る
®
々
顧
雜
な
る
方
法
も
皆
財
政
窮
乏 

一
を
被
ふ
の
小
細
エ
に
過
ぎ
ざ
り
し
な
り
。
斯
く
し
て
彌 

縫
に
獮
鏠
を
重
ね
re
る
小
策
も
、
時
勢
の
迤
展
に
つ
れ 
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底
に
動
搖
を
來
し
慶
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十
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代
た
る
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八
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に
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見
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は
：各
町
人 

一
ミ
共
に
苦
痛
を
忍
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で
銀
礼
の
負
檐
を
命
せ
、ら
れ
來
& 

し
も
"
其
本
元
た
る
紀
州
藩
の
財
政
的
破
綻
の
醜
狀
を 

„ 

k
る
：に
當
り
、
町
人
連
の
心
を
庙
然
離
反
す
る
に
到
り
’ 

し
な
t

今
吹
田
四
郞
兵
衛
の
差
出
し
た
る
に
上
書
を 

左
に
餘
す
。乍
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口
上

.

先
達
而
芳
山
よ
6
御
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出
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出
苻
仕
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合
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右
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付
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追
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付
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⑴
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薄
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付
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丹

三
井
八
邡
右
樹

ri
名
代

吹
田
四
郞
英
衛

田
'
中

貞

«
樣 

ハ
愛
宕
直
左
衛
門
樣 

木

村

五

一

郞
«

:
 

.

-;
::
.;
::
,
森
部
市
之
亟
樣
：

か
く
町
人
達
は
苦
痛
を
忍
び
、
こ
の
負
擔
に
堪
へ
來 

b
し
も
、
此
の
間
直
接
報
酬
€
し
て
は
、
前
に
述
べ
た 

る
利
子
气
主
井
代
表
へ
銀
五
枚
、
町
人
惣
代
へ
年
に 

鈒
十
枚
店
員
へ
同
じ
く
十
枚
の
割
合
に
て
賞
與
ぁ
彡 

し
の
み
な
b
し
か
ば
、
收
支
相
償
ふ
に
至
ら
ざ
.oし
な

斯
く
の
如
く
銀
札
五
ヶ
國
流
通
策
.は
金
く
失
敗
に
歸 

し
、
慶
應
三
年
十
二
月
自
然
消
滅
の
形

^なり
た
り
。
 

こ
れ
が
圯
確
な
る
年
月
は
知
る
由
も
な
け
れ
ど
も
、
南 

紀
德
川
史
の
記
す
る

^こる
に『

慶
應
三
年
十
二
月
末 

に
瓦
解
僅
に
ニ
年
間
也』

ビ
ぁ
る
ょ

b推し
て
略
ぶ

_

笫

五

號

一

一

一

納
米
代
御
下
け
御
坐
候
鐵
仕
度
栩
臌
之
趣
_
て
舉
願 

上

候

：

,
以

_
上
..

.

笫
十
八
粝(七

「 4
1
〕

雜
錄
勢
州
松
取
じ
.於
け
ゐ
銀
札
み
沿
率



:

笫
十
八

怨

(

七三ニ

〕

雑
錄
勢

州
松
坂L

i

於
け
る
銀
札
の
沿
苹

知
す
る
を
得
べ
し
。
，： 

差
引 

,

第
四
章
：
引
替
始
末
時
代
リ

翌
慶
應
四
辰
無
は
、「

こ
の
亂
腺
の
始
末
に
上
半
期
を
：

全
ぐ
©
せ
b
S
云
ふ
も
■
言
に
あ
ら
す
。
今
興
の
狀
況 

を
述
べ
ん
、
三
井
家
:0
|

「
慶
應
三
年
勘
宛
目
錄」

に
载
す 

る
訐
算
咨
に
ょ
れ
ば
ノ
::
;
.

」
：:'〈

関

:
.:
リ
;
へ

I

ソ 

,1

、：
銀
礼
ニ
寓
八
千
ニ
西
四
十
七
實
九
ナ
ー
奴
.
' 

.

I

札

御

有

物
.

\

 

差
引 

:

錢
礼
四
十
！ニ
萬
ニ̂

ニ
十
貨
九
百
文
：

:

'

.

，
|
'

、
內
一
萬
六
^

九
苗
四
十
^

 

く
.
.
'
'
：
:
、
： 

三
十
ー
爾
九
千
四
'_0

七
货
八
5

:文 

〇

三
千
西
三
十
賞
奴
餘

:
;'
:
':r
'

;
:.
!

誠

1

蔺
ニ
千
八
；

s

六
十
四
賞
文 

1

蓊

八

百
«

匁
餘
.

ー
:'
'

所
々
.

引
替
所
&

金
：。

:

,

M
餞
御
冇
物

五
千
三
茛
七
十
六
貧
目
銀
札 

九
千
九
西
七
十
賞
文
餘
錢
礼 

內ニ
千
八
十
九
«
2
1.
市
中
兩
替
屋
中
銀 

,

礼

.
時
延
し 

七

干

九
S'
五
十
賞
文

〇
千
八
评
十
賞
八
西
四
十
0

!

1錢
返
上 

:

斯
る
計
箅
に
し
て
'
こ
の
計
算
表
を
見
.̂
時
は
殊
K 

說
明
を
加
ふ
る
の
必
要
な
か
る
べ
し
。

か
、
る
間
に
時
勢
は
益
々
急
を
货
げ
、
徳
川
嵇
府
の
' 

根
底
に
動
梅
を
來
し
、
鈒
札
の
信
用
は
勿
論
藩
の
信
用 

も
總
ベ
て
失
墜
し
、
當
時
引
替
狀
態
の
.頗
る
混
雑
を
極 

め
た
る

翁
钹
當
時
の
記
錄
に
栽
せ
ら
れ
た
る
も
の
.
少 

な
ら
ず
。
例
へ
ば 

.矿
柄
|1

勢̂
ノ T

?
\
r

二
切
迫
'
^
府
ノ
威
カ
行
ハ
レ
カ
タ

ク
德
川
氏
ノ
.信
用
地
-
«チ
ン
：ト
ス
ル
二
隨
ヒ
銀
礼 

ノ H
?
®
®

集
泥
雜
ブ
極
ム
m
極
ジ
三
井
へ
謀
ぶ
同
家 

ノ
手
代
二
三
名
ヲ
借
ッ
入
三
井
印
ノ
金
筐
數
千
箇
ヲ 

:'
:
役
所
>
:i
H
而
ュ
賴
蜇
ネ
品
井
組
出
張
所
ノ
大
看
板
ヲ
；
ゝ

獨
ヶ

-

ブ
何
粉
ノ
引

#

モ
_

モ
恐
レ
サ
ル
ノ

»

ヲ
裝
ヒ
；
一
 

ク
一
時
ヲ
彌
縫
シ
祐

^

ノ
內
終
-
伏
見
ノ
一 

戰
ト
ナ 

y
r

免
殆
ィ
フ
へ
ヵ
ラ

:̂
>

ー
就
中
紺
州
ノ
不
評
嚣
々〗 

.取nrv 
ノ
鮮
&

ハ
I1
IJ
:
J
1I
.
U ■ヲ
チ
シ
.；|ー
プ
制
止シ.

カ
タ

シ
、

：
.，|
 

於
®
引
縣
游
號
礼
テ
付
ス

ル
ニ
入
々
寸

刻

ヲ

银

ヒ

其j 

プ
':
日
引
換
ナ
シ
得
サ

;»
/

#
>>
門
前
-
夜
ヲ
明
シ
:テ
拂

臀 

ヲ
待
：二
至
ソ

雜
沓
紛
i L

_
紙

ノ

盡
.ス
：へ
キ

-

非
ス
，：
 

(

南
紀
徳
川
史
W
十
卷)

芒
あ
る
を
览
て
も
，
常
•時
の
狀
態
を
想
像
す
る
を
#
ベ

(

 

し

。
尙

ほ

慶

應

四

年

疋

：：
；
町
人
：側
ょ

6
提
出
せ
る
願
铍 

の
寫
に
し
て
現̂
す
る
.も

の

あ

り

，

即

ち

：
..：

-
一>

紀
州
龈
礼
小
替
収
扱
?1
在
候
處
辦
來
引
替
相
始

':
; 

め
候
付
兩
漭
此
節
柄
多
人
數
一
時
，に
51
#
罷
在
候「

V

■

第
十
八
怨
：

(

七1
S

1
〕

.

雜

錄

勢

州

松

坂

に

.於
け
る

'

而
者
混
雜
之
程
泰
恐
入
是
迄
紙
札
：弘
め
之
た
め
在 

中
之
爲
融
通
致
貨
渡
筋
も
多
分
御
座
候
右
等
も一 

時
引
替
に
艄
越
候
而
者
不
得
北
事
返
納
寒
支
之
筋 

左
候
は

 

< 
離

澀

の

'向

も

可

苻

之

哉

勿

論

引

替

力

^

 

滯
取
扱
可
仕
候
間
多
人
數

I

時
引
替
群
込
泡
雜
不 

仕
候
樣
無
急
度
御
通
達
被
爲
成
下
候
樣
に
は
相
成 

_
間
1敷
候
哉
此
段
私
共
よ

b

乍
恐
內
々
奉
伺
候 

辰
芷
月

高
木
五
央
衞
名
代

.

江
森
彌
興
銜

H
W元
之
助
名
代

吹
田
四
郞
兵
衛 

右
願
#
薩
州
本
營
所
御
役
所
へ
«
出
屮
候
處
黑
[L
1
彥 

右
衞
門
橇
御
逄
被
下
願
書
御
覽
此
程
よ
り
人
々
尋
に 

參
b
候

へ

共

反

古

：之

*
_
遺

し

都

而

取

上

げ

不

巾

候 

夫
故
頓
著
に
'不
及
#
事
被
仰
聞
候 

此
眷
面
に
よ
り
'
又
を
の
戰
而
の
奧
に
添
附
せ
る
三 

井

家

孕

代

の

認

め

れ

る

說

明

に

：

よ

る

も

、

明
な
る
’如 

く
"
紀
州
髒
の
財
政
は
全
く
崩
*
し
、
年
來
の
立
錄
金

I

札
の
.游
苹 

馆
五
號 

一
一
3



.
m十

八

卷(

七
三
四)

：；：;'
雜
：：
：
錄:.
勢
州
松
坂
に
於
け 

並
に
利
延
等
總
ベ
て
滯
る
こw

多
年
な
る
の
み
な
ら 

ず
、
慶
應
三
年
八
月
よ
り
同
年
末
に
：至
る
僅
か
五
ケ
月 

の
間
：に
て
も
御
用

金
.： 1
®

七
千
®
:に
.達
す
る
が
如
き
有 

:樣

な

り

し

か

ば

、

こ
れ
を
多
年
，の
，

停
滞
金
€
合
算
す
，る 

.

.時
は
"
驚
く
べ
き
多
額
に
#
る
ベ
く
三
井
を
始
め
他
の 

TO
人
ft
の
困
網
察
す
る
に
餘
•*
り
ビ
^'
ふ
べ
し
、
因
に 

-

今
日
迄
秘
密
に
附
さ
れ
あ
6

し
が
，
明
治
四
^

廢
潘
置 

縣
の
際
、
政
府
よ
h
舊
游
貨
金
の
.取
調
を
命
达
ら
れ
し 

.
こ
ぞ
あ
^
'き
o

a

時

我

が

：一
ニ
井
家
よ
、

.
政

府

へ

囘

答

せ
 

る:1

文
®
に
よ
れ
ば
、
'紀

州

爾

へ

御

用

金

9
明

和

七

年： 
(

s
IS
^

j
以
來
の

货
滯
り
高
は
無
處
金
ニ
十
五

^

三 

'■
千

七

哲

五

十

四

兩

I

步

フ

銀

六

百

五+
四

贳

八

西

十'.
'
; 

匁

(

此
组
の
：代

金

六

十

，目

替

に

て

;.
'
;
ー

禽

八

茛

四

;+
兩 

:

餘)

合
計
金 

一
ー

+

六
捣
四
千
兩

0

巨
頟
に
上
り

@

れ
:'
;

:
:

- 

り
。
こ
れ
我
土
井
家 

一
W
の
み
の
こ
ミ
な
れ
ば
其
他
妝 

「

內
富
蘇
に
對
す
る
雜
の
與
愦
總
额
は
極
め
て
多
か
ろ
し 

な
，ら

ん

。
要

す

る

に

こ

れ

に

よ

つ

て

紀

州

游

l

m

に

通
札
の
沿
革 

第
五g

 

H

四 

.
紀
州
薇
の
み
に
限
ら
ず
慕
末
に
於
け
る
各
®
共_

_
の

 

如
き
火
藩
に
’て
も
財
政
如
何
に
窮
乏
を
齿
げ
從
つ
て
領 

內
富
豪
に
對
す
る
收
歛
の
苛
重
な
り
し
こ
ビ
の
一
班
を 

窺
ふ
を
得
べ
し
。

斯
く
の
如
く
文
政
五
年
に
初
め
て
制
定
せ
.
bれ
た
る 

松
坂
銀
礼

，

は
、
茲
に
事
實
上
消
滅
す
る
に
至
り
世
は
明 

治
政
府
の
時
代
に
入
り
た
り
し
な
^N。

,
明
治
政
府
の
樹
立
せ
ら
る
、
や
、
先
づ
藩
礼
の
處
分 

の
急
務
な
る
を
感
じ
、
明
治
ニ
年
十
二
：

=：

令
を
發
し
て 

藩
札
の
增
刷
を
禁
じ
、
そ
の
增
撤
を
差
北
ひ
る
ビ
同
時 

從
來
の
發
行
總
高
を
明
治
四
部
一
一
月
迄
に
政
府
に
申
带 

す

べ
き

■
達
せ
ら
れ
た
な
？
鄠
い
で
明
治
四
年
七
月
廢 

一‘藩
置
縣
の
こ
ど
あ
り
。
こ
れ
ミ
同
時
に
雜
札
の
通
用
を 

差
停
む
る
こ
'£
、
し

、
舊

來

の

通

用

札

は

夫

々

引

換

を 

爲
し
、そ
の
印
刷
器
械
，
木
版
、地
紙
等
は
す
べ
て
、
之 

れ
を
政
府
に
沒
收
す
る
こ
ど
、
せ
り
。
か
く
て
明
治
四 

年
十
二
月
に
至
A
、
全
國
を
逝
じ
て
癸
未(

明
治1T

年)

七
月
十
四
0
當
日
の
兩
替
相
®
に
て
右
®
札
ミ
新
貨
幣
', 

の
引
替
偾
格
の
比
較
表
を
#:
製
配
布
レ
て
、
他
1:
1
引
換 

"の
資
料
に
供
し
た
6
。
こ
れ
避
ち
に
引
替
を
實
施
せ
ん 

ど
準
備
を
急
ぎ
し
も
何
分
に
，も

其

種

類

馀

タ

に

多

く

、

. 

而
沪
も
非
常
に
煩
雜
な
b
レ
ミ
、
其
上
單
に
®
類

を

多j 

く 
.、
煩
雜
な
る

の
み
な
ら
ず
、
餘
り
に
少
«
の
も
の
多\ 

<
し
て
換
算
に
非
常
の
;®
*
を
減
じ
た
り
。
即
ち
五
錢
一 

米
滿
の
小
礼
多
く
、
政
府
は
そ
の
換g

惯
格
を
何
錢
.何 

M
ミ
定
め
一
々
藩
札
に
改
定
價
格
を
捺
印
す
る
に
多
大 

の
時S

を
駆
サ
し
爲
め
豫
定
期
Q
に
實
施
す
る
を
得
ざ 

6
し
11
:
|當
時
記
錄
に
栽
せ
ら
れ
た
り
。
：

我
が
松
坂
游
礼
も
一
般
髒
札
ヾ」

其
運
命
を
共
に
し
、

.
一
 

01
1
治
政
府
の
出
現
ビ
共
に
.全
然
.其
跡
を
絕
つ
に
至
れ
ノ
 

り
。
今
そ
の
常
時
の
松
坂
.銀
ft
引
#
比
率
を
兌
る
に
、

|
礙

札

-

1枚」

1
付

新

货一

錢
五
厘 

五

分
*
札
.

一
枚
A
付

新

貨

七

厘

;」

三
分
銀
札

1

: ^
ニ
#

新
货
四
厘

:
第
十
八
卷
.

二
分
龈
札
一
枚n

付

.新
貨
三
M 

:(

此
屈
相
場
金
一
兩
二
付
銀
六
十
四
匁
餞
十
二
賞
文) 

.」

れ
大
藏
禮
の
記
錄
に
ょ
b
明
な
る
所
な
り
。

■

明
治
五
年i

一
月
、
松
坂
銀
札
は
新
説
の
度
曾
縣
に
引 

繼
ぐ
こ
^
、
な

其

引

繼

额

は

.

ニ
十
四
萬
八
千
九
西
五
兩
ニ
分
一
匁
札 

.

五
百
六
十
六
雨
.一

一

朱

一

匁

五

分

五

分

札 

四
百
八
十
四
兩
ニ
分
ニ
朱
六
奴一

分
三
分
札 

四
土
ニ
兩
三
分
ニ
朱
四
分 

二
分
札 

伛
金1

雨
ニ
付
六
十
四
匁
替 

;

X

金
二
十
五
萬
雨
也

南
紀
德
川
史
の
著
者
掘
內
氏
は
茲
に
一
の
疑
義
を
提 

出
せ
り
。
即
ち
堀
田
氏
は
、
文
政
三
年
の
十
九
捣
一
千 

兩
ど
文
政
五
年
初
め
て
幕
府
の
.許
可
を
得
た
る
觜
晓
の

1

K
六
千
賞
目V」

の
間
.に
非
常
な
る
楚
ぁ
り
、
又
そ
れ 

ど
今
こ
の
度
會
縣
ベ
引
繼
が
れ
た
る1

一
十
五
翦
兩
と
の 

盖
も
亦
非
常
な
る
も
の
な
る
ょ
ら
、
Z

のM

に
疑
.義
を 

(

七
三
丑)

嫌

錄
勢
州
松
f

於
け
る
級
札
の
沿
单 

第
i
 

一
 

一
 

£



笕
十
八
猞 

< 
七
三
六)

.：，雜
錄
勢
州
松
坂
に
於
け
る
銀
札
の
沿
革 

第M

鱗

二

六

」

挾
め
る
な
り
。
か 

> る
楚

類

の

生

じ

た

る

原

因
?:
極
む 

る
に
當
り
：
第

！
原
因
^
も
見
ら
る
べ
き
も
の
は
一
體 

-■松
坂
飯
礼
は
他
■
の

そ

-^
ビ

興

な

り

非

常

^

利
益
多 

く(

信
用
顧
め
て
厚
が
み
し
こ
气
即
ち
引
受
町
人
の
；
 

信
用
厚
か
り
し
乙
气
及
び
そ
の
礙
行
に
對
し
て
も
相|

 

常
の
秧
序
が
常
に
保
た
れ
居
&
し
こ
ビ
、
第
二
の
原
因
一 

ミ
し
て
は
、
國
步
艱
難
の
度
侮
に
政
策
上
發
行
を
增
加
一 

せ
し
こ
'
W

I
こ
れ
就
れ
の
藩
札
に
て
も
共
通
の
事
な 

ぅ
.丨
が
非
常
に
大
な
る
原
E1
€
云
ふ
べ
き
な
，
o
乙

| 

れ
今
日VJ

て
も
同
様
の
こ
を
に
じ
て
、
不
換
紙
幣
の
增 

邊
0

_
に
.て
、
'引
替
鈒
有
高
0
有
.無

に

關

せ

_ず

增

發

せ
 

ん

ミ

企

て

ら

る

、
は
：

■
败
M
m:
當
時
の
行
は
れ
易
き
手\ 

段
S

ふ
べ
し
。
さ
れ
ば
双
^
て
趴
述
の
如
ぐ
引
:#

 ̂

備
鈒
に
對
し
て
芷
確
に
同
湖
の
銀
札
發
行
せ
ら
し
や
否
.

や
、
硏
究
を
耍
す
る
問
题
な
6
0
'
,
以
上
擧
げ
た
る
ーI

件

, 

は
>

、

る

楚

额

の

出

來

せ

る

一

：
一

火

原

因

ご

し

：
て

掘

內

氏

ヾ

，： 

の
推
定
せ
る
所
な
る
が
、
勿
論
當
を
得
た
る
說
ど
云
ふ

ベ
し
。
掘
內
氏
の
擧
げ
た
る
第
一
原
因
は
松
坂
銀
ft
の 

他
:̂
異
な
り
利
便
多

く

信

用

厚

か

々

し

は

云

ふ

迄

も

な 

き
こ
ざ
な
れ
f

、
若
山
礼
も
亦
決
し
て
松
坂
札
に
劣 

ら
ず
信
用
厚
か
り
し
こ
ビ
は
經
濟
&
家
の
等
し
く
論
唱 

す
る
所
な
る
が
、
堀
內
氏
は
松
坂
札
は
信
用
®
く
需
翦 

多
か
り
し
爲
め
增
發
せ
ざ
る
を
得
ざ
り
し
な
9
き
ビ
論 

斷
せ
ら
れ
居
れ
で
も
、
I
の
說
に
は
贊
同
す
る
能
は
ざ 

■る
も
の
あ
り
。
信
用
厚
か
^
し̂
^
云
■ふ
も
耍
す
る
に
第 

一
一
の
原
因
國
步
艱
難
の
際
增
發
す
る
に
便
な
&
し
i
 
一
 K

 

ふ
第〗

一
の
增
發
原
因
中
に
含
ま
る
ベ
き
，も
の
に
あ
ら
ざ 

る
か
。
即
ち
財
政
困
雛
の
場
合
に
し
て
增
發
せ
ん
さ
せ 

ら

.
る

、
時
#
用
^
し
き
.も
の
ょ
，0
\
‘
も
*
明
厚
き
も
の
> 

方
增
發
の
便
多
か
り
し
爲
め
松
坂
銀
札
に
か
、
る
差
.額 

の
生
せ
し
め
た
る
も
の
^
見
る
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
か
。

か
、
る
例
は

j

辦
內
に
て
も
ょ
ぐ
見
る
こ
^

に
し
て
、 

例
へ
ば
信
用
あ
る
錢
札
又
は
鈒
札
に
對
し
て
は
、

|

時 

の
米
切
手
又
は
物
產
の
引
替
券
等
、
そ
の
勢
力
に
於
て

到
底
對
抗
し
能
は
ざ
る
こ
^
論
を
待
た
す
。
さ
れ
ば
认
ム 

坂
鈒
礼
增
加
：の
原
因
は
、

利
侦
多
ぐ
信
用
厚
か

;!
)
:
'し

 ̂

沄
ふ
ょ
り
も
、
財
政
の
®
逍
ゼ
救
ふ
爲
め
に
無
喂
に
發 

行
を
重
ね
介
りV」

云
ふ
が
主
な
る
拟
因
^
云
ふ
べ
し
。
 

而
も
嵇
末
：に
於
け
る
國
家
多
0

の
砌
ミ
て
齡
に
て
し
® 

る
焦
慮
せ
る
形
跡
あ
り
、
今
一
々
引
例
を
略
す
ど
雖
も 

稲
々
の
手
蚧
の
：齡

逛

ょ

り

三

井

«1
に
_宛
.て
れ
る
.も
の
少 

な
か
ら
ず
、
こ
は
只
龈
礼
方
而
に
關
せ
る
こ
ビ
の
み
な 

ら
す
、物
產
の
事
、
及
三
井
家w

し
て
颇
る
苦
慮
し
た
る 

彼

の

鐵

炮

代

立

替

の

事

、
滯
り
金
，に
關
す
る
#

等

種

 々

の
方
而
に
：涉

れ

る

往

復

文

少

な

か

&
ず
、
か
、
る
事
の 

あ
る
相
度
銀
礼
の
方
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
な
れ 

ば
、
1«
政
艱
«
.の
'原
因
ょ
り
、
自
か
ら
咐
l]
S
I
Jせ
し 

を
推
察
せ
ら
る
。
而
し
て
そ
の
增
抓
率
の
非
常
に
高
き 

も
の
あ
れVj

も
、
三
井
家
勘
宛
目
錄
逐
年
所
藏
せ
ら
る 

、
に
あ
ら
ざ
れ
ば
一
の
許
線
を
剡
す
る
こ
ど
能
は
ず
0 

而
し
て
他
に
もVi

の
辦
札
に
關
す
る
記
錄
の
依
る
べ
き
I

郯
卞
八
舫(

七
三
$

雜

0

も
の
あ
る
を
知
ら
す
'

或

.は

爲

猶

組

の

一

家

な

り

し

伊
 

勢
の
小
雜
家
に
藏
せ
ら
る
、
も
の
あ
る
や
も
知
る
ベ
か 

ら
ず
皮
雖
も
、
材
料
€
し
て
は
三
井
家
に
藏
す
る
も
の 

最
も
確
實
な
6
:̂
云
ふ
べ
S
に
ょ
り
、
そ
れ
に
發
見
せ 

\

へ
ら
れ
ざ
る
^
に
逐
年
の
增
加
の
統
計
的
說
明
の
不
可
® 

\

は
^
者
の
極
め
て
遺
憾W

す
る
所
な
り
。

I

元
治
元
年(

文
久
四
年)

十一

月
の
如
き
は
、
游
當
周 

ょ
り
在
來
の
舊
印
而
ー
一
十
面
.を
增
刷
の
爲
め
水
口
屋
に 

j

向
け
彫
浚
を
命
访
ら
れ
た
り
。
尙
ほ
御
用
金
の
際
に
銀 

一
札
使
用
苦
し
か
ら
ず
^
：の
添
書
あ
p

f

o

是
等
は
孰 

れ
も
增
加
の
勢
の
止
むV

か
ら
ざ
る
.を
證
明
せ
る
も
の 

| 
:
f 

o
殊
に
元
治
元
年
に
は
.

四
：：：：：̂

十

月

ビ

ニ

闾

增

刷
 

を
命
#'
ら
れ
居
り
、
慶
應
三
年
ょ
り
闽
年
の
如
き
は
七 

十
面
の
新
彫
を
水
口
屋
に
命
じ
、
水
ロ
屋
ょ
り
三
井
家 

に
宛
て
た
る
諝
取
證
が
今
日
尙
は
殘
レ居

れ
，：：

V
O 

.

斯

く
し
て
銀
札
は
慶
應
三
年
十
二
：月

を

限

り

新

に

^
 

印
す
る
乙
ど
を
停
止
し
、
明
治
十
二
年
を
以
て
各
藩
札

0

0

,

1
1

七

数
州
松
枞
» c

於
け
る
鰍
札
り
沿
：年



镇
十
八
卷(

七
三
，八)

丨
.

雑

0 

，
共
康
主
莪
め
經
濟
的
基
礎
に
：就
.て 

第

东

雛

1
I

八

と
共
k
变
換
を
了
し
、
玆
に
松
坂
銀
礼
の
«
»
も
全
く 

跡
を
•絕
づ
に
至
れ
り
。
 

：

‘

•:
丨
■
第五章：結
論

も
、
緖
倉
R
も
述
ベ
た
る
如
べ
、; :
:三
井
家
の
文
書
は
未
一 

だ
公
開
す
る
運
び
に
至
ら
ず
、
而
が
も
こ
の
論
文
の
範
.

岡
も
松
坂
銀
札
に
關
す
る
も
の
の
み
に
限
れ
る
も
の
な

:
+
. 

〉

る
が
、
紀
州
藩
)!
:
三
井
家
年
の
關
係
は
單
に
こ
れ
の
み|

! 

: 

.. 

. 

. 

, 
_

. 

,, 

. 

- 

.

.
い.
.
.
.
.
.
:

二
. 

. 

'

〉

に
限
ら
れ
た
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
極
め
て 

密
接
な
る
關
係
あ
る
も
の
に
し
て
、::
P
細
に
こ
れ
を
述 

ん
ゼ
す
れ
ば
f

御
用
金
、
_

そ
：の
：g
、
sl
金
、
御

_

藏
米
等
の
こ
ビ
迄
論
述
せ
ざ
る
ベ
か
ら

t
か

ぐ

て

はI

..

(

.

.

....

-' 

' 

.

...

.

 

'

 

4 

' 

.

.

.

.

.
一

際
限
も
な
き
こ
ビ
な
れ
ば
®
に
鈒
礼S

こ
^
の
み
に
限
一

&

>
其
他
は
こ
れ
を
他
日
，の
研
究
に
胎
し
た
卜
。
只
茲

に
：

一

言
注
意
す
ベ
き
こ
^
は
こ
の
松
坂
報
礼
を
若
山礼

；；；

ど
混
同
し
て
論

せ
る
も
.の
多

々
ざ
あ
^V

し
こ
マ」

な
b
o

:

.

 

.

 

..'....
 
: 

-  

.

 

■

 
•

 
•.
 

..

,,
乙
れ
火
な
る
觏
謬
に
し
て
殊
に
.松
坂
鋼
礼
は
普
通
の
藩

机
ド
異
な
り
之
.れ
.に
對
し
て：

爲

替

組

な

り

、

三
，井
鈕
な 

ら

が

特

別

の

方

法

を

鞾

ル

て

遺

り

繰
A
せ

し
等

又

五

：ヶ 

國
共
通
融
通
を
針
る
等
、M

.

れ
.を
，他

の

諸

藩

礼

ミ

比

較 

對

照

す

れ

ば

火

に

趣

を

興

に

す

る

も

の

あ

^

^

而
し
て 

の
五
ヶ
國
融
通
は
松
玻
鈒
礼
し
て
特
筆
す
ベ
&
典
味 

あ
る
a
な
れ
ば
比
較
的
詳
說
し
た
る
次
第
な
り
。
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'
共

産

主

義

の

經

濟

的

基

礎

に

就

て

(

上)

伊

.
藤

秀

一

M
a
r
x

が

.一
八
五
九
年
の
著
作「

經
濟

學
批
刺」

(
z
u
r

 

Kritik 

d
e
r

 p>olitischen 

c
e
k
o
n
o
m
i
e
)

の
序
文
に

^
て 

彼
が
硏
究

の
指
南
*

(Leitfaden) 

e
な
れ
り
^

自
稱

す
る
所
の
唯
物
史
観
の
形
式
を
揭
げ
1 

，「

人
類
は
彼
等
の
生
活
の
社
會
的
生
產
に
於
て
一
定 

の
、
必
然
的
の
、
彼
等
の
意
志
ょ
b
獨
立
し
た
各
關
係
、
 

即
ち
，，彼

等

の

物

質

的

生

產

力

の
：：

一
定
の
發
達
階
段
に
適 

應
す
る
生
爺
關
係
に
入
な
込
：む
o

吧
等
生
產
_
#>
の
總 

.和
は
酬
會
の
，經

濟

的

構

造

、
：，
即
ち
法
制

.上
及S

政
治
上 

の
出
層
建
築
の
.據
つ
て
以
つ
で
：立
ち
"
又

一

定
の
社
# 

的
意
識
形
態
が
之
に
適
應
す
る
：所

の

眞

實

の

碑

礎

を

形 

成

す

る

も

の

で

ぁ

る

。
，物
，質
的
生
活
の
生
產
方
法
は 

般
に
tt
#
的
、
政
治
的
、
：及
び
精
神
的
生
活
過
程
を
：條 

#
づ
.け
る
。j 

(vor-wort :s'』
5 > 

i
 言
a

、
_ 
更
に
又
. 

;'
:「

：：r
の
社
會
組
織
は
總
ゅ
る
生
產
ヵ
が
其
の
組
織
內
に
，
 

於

て

餘

地

ぁ

る

限h
の
發
逯
を
爲
し
遂
ぐ
る
以
前
に
於 

て
決
し
て
*
複
す
る
事
な
く
、
.且
つ
ょ
り
高
度
の
新
生 

淹
關
係
は
其
の
も
の
ゝ
物
質
的
存
在
條
件
が
古
き
11
:
會 

の
胎
內
に
於
て
孵
化
せ
ら
れ
ざ
る
以
前
に
於
て
、
趴
し 

て
之
れ
に
取
つ
て
代
る
事
が
な
い
。J (s. 

5
6
〕

史
說
明

せ
る」

聯
の
句
は
普
ぐ
熟
知
せ
ら
る
、
所
で
あ
る
。
而 

し
て
此
は
實
にM
a
s

が
社
龠
進
化
考
察
の
根
蓝
で
あ 

つ
て
、
'其
の
唯
物
史
觀
の
公
式
は
又
直
ち
に
資
本
主
義 

へ
的
社
會
紐
織
の
批
評
乃
至
共
產
主
義
論
の
理
論
的
根
據 

を
な
す
も
の
で
あ
る
ヾ」

言
■ふ
事
が
出
來
るo 

:

凡
そ
此
の
公
式
の
說
く
所
に
.従
べ
ば
社
會
の
眞
の
® 

礎
は
經
濟
組
織
に
し
て
、
法
律
政
治
等
は
其
の
*
@
の 

上
に
_
成

，さ
れ
た
る
上
餍
建
築
に

1過
ぎ
ざ
る
も
の
て
あ 

〈

る
。
而
し
て
或
時
代
の
經
濟
鈕
織
と
は
必
中
其
の
時
の 

生
產
カ
發
達
の
程
度
に
逾
應
せ
る1

定
の
生
產
關
係
の 

總
和
で
.あ
る

。
斯
く
て
或
時
代
の
生
產
カ
の
發
雄
程
度 

が
其
の
睡
の
生
產
關
係
"
從
：つ
て
經
濟
龃
織
ビ
調
和
す 

る

限

り
K
於
て
.換
：言

せ

ば

其

の

經

濟

組

織

が

生

產

カ

め 

發

達
'0
た
め
好
適
の
，關
係
に

：

在

る

限

り

に

於

.て
何
等
問 

題
0
生

ず

る

事

な

き

も

、
生
產
：力

*

く
發
達
し
て
生
產 

M
.
f

の
適
合
破

れ

.
、從
來
生

產

カ0
發
達
を
助
長
し 

來
6
し
社
會
.組
織
.が
却
て
之
：が

發

達

を

妨

害

す

る

0

笫
十
八
怨(

七
a
九)

錄
：

共
産
生
親
の
經
濟
的
桝
礎
に
就
弋

九


